


各教科等の授業時数　学校教育法施行規則別表第1（第51条関係）
第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 合計

国語 306 315 245 245 175 175 1461

社会 70 90 100 105 365

算数 136 175 175 175 175 175 1011

理科 90 105 105 105 405

生活 102 105 207

音楽 68 70 60 60 50 50 358

図画工作 68 70 60 60 50 50 358

家庭 60 55 115

体育 102 105 105 105 90 90 597

34 35 35 35 35 35 209

35 35 70

70 70 70 70 280

34 35 35 35 35 35 209

850 910 945 980 980 980 5645総授業時数

区分

各教科の
授業時数

道徳の授業時数

外国語活動の授業
時数

総合的な学習の時
間の授業時数

特別活動の授業時
数

●「国語」は授業時数が多い

算数の約1.5倍
≒文科省の優先科目



●「国語」は教科書が不親切教材文のうしろに簡単な
「てびき」

光村図書4年下「ごんぎつね」より

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「日本人ならわかるだろ」的な感覚





●国語グループの学生

国語グループ 卒業研究ゼミ

U21 30名 １６名

U22 ３６名 24名

U２３ 30名 19名

U24 37名

幼稚園 一種 2

中学校

一
種

国語 26
音楽 2
保体 1
技術 1

二
種

国語 4
技術 1
家庭 1

高校 一
種

国語 27
音楽 2
保体 1

昨年度卒業生

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ほぼ無難に国語の免許が取得できている。
GPA3.0



●国語グループの進路先（U2１）

進路 人数
公立小学校 9
公立中学校 10
公立高等学校 1
公立小学校（臨採） 2
公立中学校（臨採） 2
公務員 1
進学 3
その他 1
計 29

31%

35%

4%
7%

7%
3%

10%
3%

公立小学校 公立中学校
公立高等学校 公立小学校（臨採）

公立中学校（臨採） 公務員
進学 その他

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ほぼ大部分が教育関係職に就いていると言えます。



●国語の専門科目

国語グループの必修は、★がつ
いた授業科目です。

国語学

★国語学Ⅰ 菅井三実
漢文学

★漢文学 橘英範

★国語学Ⅱ（音声言語及び文章表現を含む｡） 菅井三実，西本智子 漢文学演習 橘英範

国語学演習Ⅰ 菅井三実 書写 ★書写・書道 折川司，徳永加代

国語学演習Ⅱ 西本智子

国語科教育

★国語科教育法Ⅰ 西田太郎

国文学

★国文学Ⅰ 白井伊都子 ★国語科教育法Ⅱ 池田匡史

★国文学Ⅱ（国文学史を含む｡） 西田太郎 国語科教育法Ⅲ 羽田潤

古典文学演習 白井伊都子 国語科教育法Ⅳ 羽田潤

近代文学演習 未定 複合科目 ★国語科授業研究 白井伊都子

★
児童文学論 遠藤純

児童文学演習 遠藤純 授業担当は
R８

国語学Ⅰ・Ⅱ
国語学演習Ⅰ・Ⅱ⇒
国文学Ⅰ・Ⅱ

日本語学Ⅰ・Ⅱ
日本語学演習Ⅰ・Ⅱ
日本文学Ⅰ・Ⅱ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
R７



●時間割の例（R７の場合）月 火 水 木 金
1

同和教育と人
権教育

小学校プログラミ
ング教育教材論
情報モラル・セ
キュリティ教育論

初等体育科
教育法

2 初等英語科教
育法 初等音楽科教育法 初等図画工

作科教育法
3 英語コミュ

ニケーショ
ンⅤ

初等算数科教
育法

インクルーシブ教
育実践論

4

児童文学論 小学校授業づくり
入門

総合的な学習の時
間の理論と実践
STEAM教育概論

5 学習科学と授業の
リデザイン

月 火 水 木 金

1 道徳教育論 初等生活科教育法 初等家庭科
教育法

2
初等国語科教
育法 初等理科教育法 初等音楽科

教育法 国語学Ⅰ

3
初等算数科教
育法

英語コミュニケー
ションⅥ

4 国文学Ⅰ
小学校授業づくり
入門

初等社会科
教育法

集中講義
漢文学
書写・書道

集中講義
STEAM教育演習

集中講義・通年
フレンドシップ実習(実地教育Ⅱ)

国語2種免許の必修科目

書写書道で制作された作品



●卒業研究（令和６年度）
no 論文題目

1スポーツにおける応援の言語表現に関する調査研究
2現代日本語におけるフィラー表現の実態と機能に関する調査研究
3絵本『もうぬげない』についての研究
4「源氏物語」の執筆に至る紫式部の性格と環境
5現代日本語における流行語の消長に関する調査研究
6養父市八鹿町の中学生における但馬方言の使用実態に関する調査研究
7地名の熟語表記におけるクリッピング法に関する記述的研究
8マンガ『ONE PIECE』を用いた国語科授業の研究
9小学校における「古文に親しむ」古典教育の研究

10
アダプテーション作品の魅力とは何かードラマ『SHERLOCK』と原作『シャーロック・ホームズ』
の比較・分析を通してー

11『よだかの星』についての研究〜色彩語と賢治の宗教観から読み解くよだかの死〜
12中学校教科書にみられる古典教材観
13具現化によって文学テクストにおける文脈の合意形成を図る学習デザイン
14語りの時間に着目した文学的文章の教材研究 -令和6年度版教科書における新教材の研究を通して-
15教科書における徒然草―兼好法師像に着目して―
16「時代性から見た光源氏の恋愛に関する一考察」



●国語グループの教員

すがいかずみ

教授 菅井三実
【研究分野】
日本語学、言語教育

【担当科目】
国語学Ⅰ、国語学演習Ⅰ

【メッセージ】
日本語学を担当しています。日本
語学は、日本語そのものを研究対
象とする分野です。書き言葉・話
し言葉にかかわらず、これまで、
新語造語・日英の慣用句・敬語・
擬音語・学生の出身地の方言など
が卒論で取り上げられてきました。
身の廻りの日本語すべてが研究対
象になり得るので、データは無限
にあるわけですが、自分でテーマ
を決めデータ（用例）を集めると
いう作業が求められます。

はだじゅん

教授羽田 潤
【研究分野】
国語科教育、メディア教育
【担当科目】
国語科教育法Ⅲ、国語科教育
法Ⅳ

【メッセージ】

多様なメディアを用いて、
教材開発を行なっています。
写真、絵本、マンガ、児童
文学、小説、雑誌、広告、
ＣＭ、ドラマ、ニュース番
組、ドキュメンタリー、ア
ニメーション、映画等、児
童・生徒が日常的に楽しん
でいるものを対象に、その
特性をあきらかにし、教材
化につなげるための作業を
行なっています。

たけぐちともゆき

准教授 竹口智之
【研究分野】
日本語教育、動機づけ
【担当科目】
外国人児童生徒のための日本
語教育

【メッセージ】

みなさんが学んできた「国
語」とは全く異なった方法
で、日本語を学ぼうとして
いる子どもたちがいます。
そしてそれは何も外国だけ
にいるわけではありません。
子供たちの日本語学習を少
しでも楽しいものにできる
よう、一緒に考えてみませ
んか？

【予定】
近代文学

しらい いつこ

教授白井伊津子
【研究分野】

日本古典文学

【担当科目】
国文学Ⅰ、古典文学演習ほか

【メッセージ】
日本古典文学のなかでも、とく
に枕詞、序詞、懸詞などの修辞
表現について研究しています。
また、中国文学が日本古代文学
に与えた影響についても関心が
あります。昨今、古典文学を学
ぶことに疑問の目が向けられて
いますが、日本の古典文学を分
析的に考えることは、人間の知
を掘り起こす作業ともいえるで
しょう。作品を読み解きながら、
古典の意義をあらためて考えま
しょう。
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